
略　　歴

学　歴

1948（昭和23）年4月 富山県富山市小島町生まれ

1967（昭和42）年3月 富山県立富山中部高校卒業

1967（昭和42）年4月 京都大学理学部入学

1971（昭和46）年3月 京都大学理学部数学科卒業

2000（平成12）年3月 岡山大学より理学博士（論文）

職　歴

1971（昭和46）年4月 住商コンピュータサービス株式会社入社

   ・OR学会，フェロー

   ・ISI Elected Member

1995（平成 7）年10月 日本計算機統計学会大会長

1996（平成 8）年3月 住商情報システム株式会社退社

1996（平成 8）年4月 成蹊大学経済学部教授

2003（平成15）年4月～ 2004（平成16）年3月

 オーストリアIIASA（国連の研究機関でハプスブルグ家の夏の離宮）

で在外研究

2005（平成17）年4月～ 2008（平成20）年3月

 経営学研究科長

2014（平成26）年4月 成蹊大学特別任用教授（経済学部）

2017（平成29）年3月 成蹊大学特別任用教授退任（経済学部）

2017（平成29）年6月 成蹊大学名誉教授

学会および社会における活動など

1971（昭和46）4月～ 1979（昭和54）3月：大阪府立成人病センターで心電図の自動診断シ

ステムのプロジェクトに参加し心電図の診断論理の研究に従事。統計的判別分析が医

学診断に適していないため，Fisher以後の新しい判別分析の理論を完成し，2016年末

にSpringerより出版。重要な応用研究は，30年以上医学や統計研究者が成功していない

新村秀一先生　略歴および著作目録
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「癌の遺伝子診断」を，数理計画法を用いた誤分類数最小化基準（MNM）による線形判

別関数（LDF）で僅か54日で成功。このことは，判別分析にMNM基準が適切であり，

FisherのLDFの分散比最大化基準やSVMのSV距離の最大化が遺伝子診断に適していな

いことを示している

 上記期間の1975年までが会社の仕事であり，1975年以降は黙認されたいわゆるUnder 

Table研究である

1971（昭和46）4月～ 1984（昭和59）3月：大阪府立成人病センターの疫学部で，癌の疫学

データの研究を鈴木医師等と行う。この間，厚生省の癌の疫学研究（梅垣班）の研究プ

ロジェクトに参加

1977（昭和52）～ 1981（昭和56）：日本医科大学産婦人科鈴村教授のグループとCPDに関す

る研究

1979（昭和54）～ 1984（昭和59）河村博士，三宅日本医科大学数学科教授と耳鼻咽喉の共

同研究

1983（昭和58）以降，日本医科大学で，丸山千里先生らとSSMの効果判定の研究で「術後1

年を4期間に分け，術後3か月以内に早期投与した患者が，9か月から12か月と遅く投与

した患者に比べて，予後が長くなることを帰無仮説モデルで検証し発表。その後，カル

テ情報から，長期生存者の分析を行うが成功していない。上記の癌の遺伝子解析で，デ

ータが取れれば5年生存率の桎梏から患者が解放されることが簡単に解明できると考え

ている

1980（昭和55）～ 1996（平成8）年3月まで（この期間は，正規の仕事である）

・統計ソフトのSASの日本における計算サービスの開始

・シカゴ大学のビジネススクールのShrage教授を訪問し，数理計画法ソフトのLINDOの代

理店を獲得。以降今日に至るまで，MNM基準による判別分析の良き研究のアドバイス

を得ている

・統計ソフトのSASの企業と大学への普及：製薬企業32社にVAX/SASと第4層臨床試験ソ

フトのシステム販売。東洋信託銀行㈱へ，VAX/SASと数理計画法ソフトのLINDO等の

数億円の投資分析システムの納入

・シカゴ大学ビジネススクールで開発された数理計画法ソフトのLINDOの普及

・第2世代のAI（KE）のPC版米国Exsys社を買収するが，2か月後にAIブームが終了。現

在，第2世代のAIソフトで生き残っている稀有のソフト。僅か数万円のExsysに対し，

数千万円の高額なソフトを導入した日本の多くの企業がいたことを記憶し，歴史から学

ぶ理性と知性が必要である

・RealTimeOSのVX/Worksの代理店
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・英国NAG社の数値計算ソフトの代理店。英国大使を主賓にホテルオオクラで代理店のお

披露目。近藤次郎元学術会議議長（東大工学部名誉教授）の講演を企画

・米国Speakesy社の数学ソフトの代理店

等，理数系ソフトを「学術パック」のブランドで大学と企業に解説書や論文の執筆と講

習会を含め販売普及

1995（平成7）～ 1996（平成8）年3月まで

・厚生省の担当者の依頼で，初期「介護保険システム」の私的アドバイザー。決定木分析

を利用することの提案を行う

1995（平成7）10月に両国の住商情報システム㈱で，日本計算機統計学会の大会長を務める。

「介護保険システム」の初期版の研究発表を開発者に依頼。初日に某大学の経営学学部

長より同学部に応募しないよう諭される。2日目に成蹊大学経済学部の採用を通知され

る

2010（平成22）～ 2013（平成25）年

・大学入試センターの研究部門より，大学生に対して実施した大学入試試験データの全科

目の3年間のデータを借り受け，試験の合否判定の判別分析を行う。1年以上の分析を終

えて発表の準備を行ったが，入試問題の配布ミスが民社党などに取り上げられ社会的に

問題になり，管理部門が調査した結果「試験データをアルバイトに応じた大学生に外部

に公表しないということをうたっていること」が指摘され，研究部門より投稿中の論文

3編取り下げることを要請された。2年間の研究が全く無駄に期した

朝日新聞『大学ランキング』のメディアへの情報発信度ランキング（自然科学部門）

2001年度（期間：1995～ 1999）：9位

2002年度（期間：1996～ 2000）：4位

2003年度（期間：1996～ 2001）：5位

2004年度以降はフォローしていないので不明

研究者DB

・Research Gate：判別分析と遺伝子解析の主として英語論文を登録。単にPDFをUPする

だけで，Read数や引用文献数，閲覧者が分かり，研究成果の自己評価ができて便利であ

る。またCoxやStamなどの研究に取り上げている研究者が閲覧していることが分かるこ

とや，Fisherの古い論文が自分の論文に追加され，研究に非常に有用である

・Research Map：漏れもあるが，全論文の登録
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著作目録

重要な文献のリスト

判別分析の新理論と医学者や統計学者が30年以上かけて解決できなかった「癌の遺伝子解析」

が私の一生の研究テーマであり，それを以下に示す。他の文献は，この研究のための補助線

である。成蹊論集は，半年以内の最新の研究成果の最初の一報であり，私にとっての研究ノ

ートである。統計ソフトのSASとJMP，数理計画法ソフトのWhat’sBest!とLINGOで膨大な

実証研究を行うことで，30年以上統計手法で研究されて成功していない研究が簡単に54日で
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新村秀一（2010）『最適線形判別関数』，日科技連．（成蹊大学出版助成）
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edition. 
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Shinmura, S (2016d) “The Discriminant Analysis of the Iris Data by New Theory”, Data Analytics16: 
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Shinmura, S (2011b) “Faster algorithm of the optimal linear discriminant function based on MNM 

criterion using LP”, Handbook of OR53, pp.44.
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